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鯨　研　通　信

治体がそれぞれブースを出して、食育情報フェアで食育やそれぞれの地域の物産を展示し、Shoku-iku 茶
屋コーナーでは調理師学校がそれぞれのオリジナル料理を出店した。
　当研究所は食育情報フェアでブースを出し、「クジラ博士の出張授業 & 料理教室」の写真を展示したり、
鯨肉の栄養に関する資料やレシピ等を配布した。共同船舶（株）の協力を得て、鯨のサイコロステーキや
鯨ジャーキーの試食を行い、鯨肉に馴染みの薄い若者たちや懐かしい年代の方々にも鯨肉を食べてもらっ
た。また、クジラのゆるキャラ「バレニンちゃん」も出動した。
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　女性的で優しい春色で目も心も癒してくれる桜の開花と共に 2014/2015 年度南極海鯨類目視調査船 2 隻
（勇新丸、第二勇新丸）が日本に帰港した。今回の調査ではクロミンククジラ等、南極海の鯨類資源量推定
に必要な科学情報を収集することが主目的。本号で紹介する、日韓の鯨に関する共同研究についての後藤
睦夫氏および宮下富夫氏の原稿、そして大隅清治氏の IWC/SC における資源管理の変遷と我が国の関係に
ついての原稿は実に読み応えがあると思う。 （ゴメス）
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